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１．総合評価 

良い 

 

【評価コメント】 

「キメラ動物」を用いた臓器/組織再生技術開発や創薬支援モデル動物開発に対して、多くの有用な知見や

要素技術を生み出した。特に iCaspase9による前駆細胞除去システム移植動物の作製技術やキメラ臓器の毒性

評価などは、他の臓器あるいは他の研究領域でも有用性が期待できる。生命倫理などについては法令を遵守し、

適切に対応している。アウトリーチ活動は論文 7報、特許出願 4件と積極的に行われている。一方、当初の目標

に対して未達の部分が散見されるが、適切な原因分析がされている。主たる未達課題はヒト用腎前駆細胞置換

システムの開発遅延だが、システム自体の作製可能性は示されており、今後の発展が期待される。 


